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内　　容

備考

【日時・会場】
平成27年11月30日（月）午後２時30分～３時50分
新潟市立五十嵐中学校 体育館
【講師】
危機管理教育研究所 代表　国崎 信江 氏
【授業テーマ】
地震や津波に備えて～みんなができること～
【対象】
真砂小学校５～６年生、五十嵐小学校５～６年生、五十嵐中学校１年生　計570名
上記児童・生徒の保護者、周辺の地域の方、区内小中学校の防災担当教職員、コミュ
ニティ協議会の防災担当

テーマ・事業名
防災に関する公開授業
【事業費予算　800千円】

事業目的・概要
子どもたちが、学校だけでなく地域と協力して災害時に行動し、被害を最小限に抑える
ために必要なことは何かを伝える授業を実施する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

【アンケート結果】
◆調査方法：対象児童・生徒に事前にアンケート配布を行い、後日無記名回答。
◆有効回答：570名（有効回答率100％）
対象数：570名
①授業を受けてみてどう思いましたか［大変良かった・良かった］…95.6％
②授業の内容は理解できましたか［よく理解できた・理解できた］…94.9％
③授業で学んだことを今後やってみようと思いますか［とても思う・思う］…92.4％
④授業で学んだことをお家の人とやってみようと思いますか［とても思う・思う］…85.7％
⑤このような授業をまた受けてみたいと思いますか［とても思う・思う］…75.4％

【良かった点】
・講師の話がわかりやすく良かった。
・使われた映像にインパクトがあり、子どもたちでも忘れないくらい印象強かったのでは
ないか。

【改善点】
・保護者の参加が少なかった。
・小学生には講演の時間が長かったのではないか。
・大人には理解出来たが、小学生には情報量が多かったのではないか。
・バスの到着時間から授業開始までの時間が短い。
　子ども達がトイレに行く時間等が短かった。
・アンケートの設問に自由記述欄を設けたほうが良い。


